
解 答
めしべ おしべ 花粉 ア，イ エ１ １ ① ② ③ ２ ３

③→⑧→⑦→② イ，ウ，エ２ １ ２

ケ ク キ 右図３ １ ① ② ③ ２

イ ウ エ ア４ １ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ウ イ ア エＡ Ｂ Ｃ Ｄ

２ ０２ ３

２４

ア イ × ウＡ Ｂ Ｃ Ｄ

イ ウ エ アＥ Ｆ Ｇ Ｈ

（Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ ）ウ イ ア エ

酸素が少なくなったから。 ア，カ，ク オ イ ア ウ５ １ びんの中の ２ ３ ① ② ③ ④

イ イ イ６ １ ２ ３

エ エ 水蒸気 ア クレーター７ １ ２ ３ ４ ５

解 説
１ ２ 【実験１】では，はじめにおばなをこすり，そこで筆についた花粉が他の９個のめばなについたことで，９個

の花すべてに実がついたことが分かります 【実験２】では，５番目，８番目，９番目の花がめばなであること。

は確実にいえますが，他の７個については，おばなかめばなか確定はできません。

２ １ 二酸化炭素を多く含む静脈血が流れるのは，②の肺動脈までです。

２ 脳からの血液の流れは，③の大静脈に合流します。

３ １ で，明暗の模様が③を中心に対称的に変化することから，机から水たまりがつ姥

くるレンズの焦点距離だけ離れているのは，③＝Ｃの位置であることがわかります。

２ 光の進み方は右図のようになり，３つの明るさで模様ができます。

４ １ 棒１では，５×Ａのおもり＋２×Ｂのおもり＝３×Ｃのおもり＋４×Ｄのおもり

の式が成り立つときに水平になります。４つのおもりの重さは２：３：４：５にな

っているので，これらをＡ～Ｄにあてはめていき，式が成り立つ組み合わせを考え

ます。

２ 棒２では，４×Ｅのおもり＋１×Ｆのおもり＝２×Ｇのおもり＋３×Ｈのおもり

の式が成り立つときに水平になります。４つのおもりの重さは２：３：４：５にな

っているので，これらをＥ～Ｈにあてはめていき，式が成り立つ組み合わせを考え

ます。Ｅにイ，Ｆにウ，Ｇにエ，Ｈにア，または，Ｅにウ，Ｆにイ，Ｇにア，Ｈに

エの組み合わせが可能です。

５ ２ ろうそくが燃えて発生した二酸化炭素が水にとけて，うすい炭酸水になっています。

３ ④は，古い空気と新しい空気が循環できるのでろうそくは燃え続けますが，③は，炎の熱で新しい空気が集気

びんの中に入り込めないので，やがて火は消えてしまいます。

６ １ より，Ｘには３ばい，Ｃには２はい，Ｄには１ぱいのミョウバンを加えたと推測できます。２０℃では，２蔚

はいまで完全にとけるので，ＣとＤだけつぶが見えなくなります。

２ ２０℃で２はいまで完全にとけるので，３０℃では，最も多くてＡ，Ｂ，Ｘの３つのビーカーにとけ残りがあ

るものと考えられます。

３ より，最も少なくてＡには５はい，Ｂには４はいのミョウバンを加えたと推測できます。このとき，５０℃蔚

で５はいまで完全にとけるので，ミョウバンをさらに３ばいずつ加えたときは，ＣとＤだけつぶが見えなくなり

ます。

７ １ 星は地平線の上に見えます。例えば，南の空の星を星座早見で探すには，南の地平線が下になるように持たな

ければなりません。

２ 長野県の野辺山と沖縄では緯度が大きく違います。緯度が低いほど太陽高度が高くなり，日差しも強くなるの

で気温も高くなります。

４ 進化論では，現在の地層は長い年月をかけて海の中で堆積したと考えますが，最近の調べで，現在の地層は大

洪水により，陸上で一気に堆積したものであることがわかってきています。また，アメリカ・テキサス州では，

恐竜の足跡と人間の足跡が交差しているものも見つかっており，これは海底ではつくられません。
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